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１．概要（Summary） 

加熱による分子着脱によってカーボンナノチュー

ブとナノビーム共振器との波長領域でのカップリン

グを制御することに世界で初めて成功した。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
高速大面積電子線描画装置、高速シリコン深掘りエッチ

ング装置、クリーンドラフト潤沢超純水付、ステルスダイサ

ー、電子顕微鏡 
【実験方法】 
 Silicon on insulator (SOI) ウエハを 2 cm 角にダイシ

ングし、電子線描画装置を用い一次元フォトニック結晶ナ

ノビーム共振器のパターンを直接描画した。表面の Si 層

を深堀エッチング装置で垂直にエッチングしたあと、埋め

込み酸化膜をウェットエッチングで取り除き、中空に浮い

ている共振器構造を製作した。その後再度電子線描画を

行い、触媒領域を作成し、スピンコート、リフトオフ、CVD
を行うことでカーボンナノチューブを成長させた。作成した

デバイスはフォトルミネッセンス測定で評価した。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
_励起レーザーによる加熱により、ナノビーム共振

器との波長領域でのカップリングを制御することに

成功した。離調が小さい場合は大きい場合と比べ共振

器由来のピークが非常に明るくなっている(Fig. 1)こ
とが確認でき、これはCNTと共振器のスペクトル上の

オーバーラップが改善したことで概ね説明できる[1]。 
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Fig. 1 Spectral tuning of optical coupling 


